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「気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）」の提言への賛同について 
  

阪急阪神ホールディングスは、２０２１年５月１４日に、国際機関の一つである金融安定理事会

により設置された「気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）」(※）の提言に賛同を表

明する署名を行いましたので、お知らせします。 
 

 当社グループでは、２０２０年５月に策定した「阪急阪神ホールディングスグループ サステナ

ビリティ宣言」に基づき、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）に関するさまざまな取組を推し進め

ています。具体的には、サステナブル経営の重要テーマとして「安全・安心の追求」や「環境保全

の推進」などを掲げ、激甚化する自然災害への対応やＣＯ２など温室効果ガスの排出量の削減、再

生可能エネルギー（太陽光発電など）の活用、環境配慮型建物（グリーンビルディング）の拡大、

気候変動リスクを含めたリスクマネジメントの強化などに取り組んでいます。 
 

今後は、気候変動問題をはじめとする社会課題の解決に向けて、これらの取組をより一層充実さ

せていくとともに、ＴＣＦＤが提言する開示フレームワーク（気候関連のリスク及び機会に関する

ガバナンス、戦略、リスク管理、指標と目標）に沿った情報開示を積極的に進めてまいります。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【添付資料】「阪急阪神ホールディングスグループ サステナビリティ宣言」の概要 

 

以 上 

  

※気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）とは 

２０１５年に、Ｇ２０の要請を受け、金融安定理事会の作業部会として設置されたものであ
り、投資家等の適切な投資判断に資するよう、企業等に対して、気候変動を想定した中⻑期的
な事業戦略・計画への財務的な影響等を開示することを推奨しています。なお、２０２１年５
月時点で、世界全体では２,０００以上の組織（政府や金融機関・企業等）がＴＣＦＤの提言に
賛同しています。 



ご参考 

「阪急阪神ホールディングスグループ サステナビリティ宣言」の概要は次のとおりです。 

 

■サステナビリティ宣⾔に基づく具体的な取組例 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サステナビリティ宣言の詳細は、当社コーポレートサイトでご紹介しています。 

https://www.hankyu-hanshin.co.jp/sustainability/ 

宝塚大劇場ロビー 

・鉄道事業における省エネ⾞両の導⼊促進 

・賃貸ビルにおける省エネ設備の導⼊促進 

・駅舎・⾞内・劇場照明等の LED 化の推進 など 

CO2 など温室効果ガスの排出量の削減、 

エネルギー効率の改善 (省エネの推進) 激甚化する自然災害への対応 

阪急電鉄 

・鉄道事業における減災・防災への取組の充実 
水害対策や耐震補強、計画運休の方針策定、 
お客様への情報発信の強化など 

阪神電気鉄道 

再生可能エネルギー (太陽光発電など) の活用 

阪神甲子園球場 

・太陽光発電設備を設置 

 【設置施設】 

  阪神甲子園球場の銀傘 、 
  （阪急）摂津市駅、 
  （阪神）大石駅、 
  HEP ファイブなど 

環境配慮型建物 (グリーンビルディング) の拡大 

・新築するオフィス・商業用途の大型ビルで DBJ グリーンビル
ディングの認証※の取得を推進 

 
 
 
【5 つ星取得ビル】 
大阪梅田ツインタワーズ・サウス、 
阪急⻄宮ガーデンズ 

 
大阪梅田ツインタワーズ・サウス 

※ 環境・社会への配慮が優れた不動産（グリーンビルディング）を
対象に、⽇本政策投資銀⾏が 5 段階の評価ランク（1 つ星から
5 つ星）の認証を⾏うもの。 

https://www.hankyu-hanshin.co.jp/

